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鏡
石
町
議
会
９
月
定
例
会

一
般
会
計
４,
１
０
０
万
円
補
正
予
算
な
ど

10
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

今
定
例
会
の
人
事
案
件
で
は
、

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
現
委
員
の
飯
村
恵
美
子
さ
ん

教
育
委
員
会
委
員
に

佐
藤
ト
モ
子
さ
ん
選
任

第
２
回
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
４
日（
木
）か
ら
16
日（
火
）ま
で
、

13
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
は
、
平
成
14
年
度
の

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
審
査
を
行
う
議
会
で
あ
り
、
２
つ
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
に
よ
り
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
内
容
が
慎
重
に

審
査
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各
特

別
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
同
意
な
ど
10
議
案
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、

４,
１
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
鏡
石
第

二
小
学
校
の
浄
化
槽
や
食
堂
暖
房

設
備
の
改
修
工
事
な
ど
で
２
４
３

万
円
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
費
に
１
５
０
万
円
、
な
ど
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
主
な
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

１,
３
４
６
万
円
、
老
人
保
健
特
別

会
計
で
７
２
５
万
円
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
１,
１
３
０
万
円
、

の
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
ほ

か
各
特
別
会
計
で
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
会
計
の
歳
出
の

決
算
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
が
、
43
億
８,
１
１

８
万
６
千
円
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
で
は
、
９
億
８,
３
６
６

万
７
千
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計

で
は
、
10
億
６,
４
７
０
万
１
千

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
４

億
３
２
２
万
３
千
円
で
、
上
水
道

事
業
会
計
を
除
く
各
会
計
の
総
額

は
、
79
億
７,
５
６
６
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
決
算
の
内
容
に
つ
い
て

は
、来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鏡
石
第
二
小
学
校
の
浄
化

槽
設
置
費
用
な
ど
を
補
正

の
任
期
が
満
了
と
な
り
、
新
た
に

佐
藤
ト
モ
子
さ
ん（
前
山
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
任
期

は
４
年
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に
は
、
佐
藤

さ
ん
の
ほ
か
に
、
吉
田
亀
雄
さ
ん

（
大
宮
）、
稲
田
耕
筰
さ
ん（
蒲
之

沢
町
）、
渡
邉
タ
ミ
さ
ん（
岡
ノ
内
）

そ
し
て
教
育
長
の
斎
田
一
男
さ
ん

の
４
人
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
全
国
共
通
の
本

人
確
認
を
可
能
に
す
る
住
基
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
国
や
都

道
府
県
、
市
町
村
の
行
政
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
町
で
も
、
十
分
に
対

応
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
各

種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

南
部
第
１
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷
が
続
き

厳
し
い
状
況
の
中
、
企
業
の
設
備
投

資
意
欲
の
低
下
等
に
よ
り
引
き
合
い

も
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
東

京
・
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
企
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
企

業
情
報
と
経
営
状
況
の
把
握
に
努
め

企
業
誘
致
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

園
庭
緑
化
推
進
事
業
と
し
て
鏡
石

幼
稚
園
の
園
児
達
が
裸
足
で
元
気
に

芝
生
の
上
を
駆
け
回
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
園
庭
の
芝
生
植
栽
工
事
を

施
行
し
ま
し
た
。

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
14
年
度
の
一

般
会
計
の
決
算
額
に
お
い
て
は
、
９,

０
２
７
万
７
千
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
、
上
水
道
会
計
を
除
く
全
会
計
の

決
算
で
は
、
実
質
１
億
８,
１
３
０
万

円
の
余
剰
金
が
生
じ
次
年
度
へ
繰
越

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

は
、
駅
前
第
１
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
住
宅
の
物
件
移
転
補
償
に
つ
い

て
繰
越
明
許
を
行
い
ま
し
た
の
で
補

償
の
契
約
を
行
い
今
年
11
月
ま
で
に

物
件
移
転
を
済
ま
せ
、
交
差
点
改
良

を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
経
済
は
、
不
良
債
権
、
雇

用
環
境
の
悪
化
な
ど
不
透
明
な
状
況

が
続
き
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
方
財
政
に
つ

い
て
は
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
減
少
な
ど
慢
性
的
な
財
源

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。町

で
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政
環
境

の
中
で
、
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
経
費
全
般
に
つ
い
て
可
能
な
限
り

節
約
、
合
理
化
に
努
め
、
限
ら
れ
た

財
源
の
計
画
的
、
重
点
的
配
分
と
経

費
支
出
の
効
果
的
配
分
に
徹
し
ま
し

町
長
の
所
信
と

報
告
の
要
旨

今
年
の
東
京
か
が
み
し
い
会
総

会
は
、
11
月
29
日（
土
）午
後
１
時

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

東
京
か
が
み
い
し
会
は
、
東
京

近
郊
に
住
ん
で
い
る
鏡
石
町
出
身

者
に
よ
る
親
睦
団
体
で
、
昭
和
58

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎

年
、
多
く
の
参
加
者
で
ふ
る
さ
と

の
思
い
出
話
や
、
近
況
報
告
な
ど

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

会
場
は
、
昨
年
同
様
、
ス
ク
ワ

ー
ル
麹
町
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参

加
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
を
次
の
と
お
り
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

�
会
員
資
格

東
京
及
び
そ
の
近

郊
に
居
住
す
る
町
出
身
者
と
そ
の

家
族
並
び
に
町
と
関
係
の
あ
る
法

人
な
ど
の
希
望
者
。

�
年
会
費

個
人
　
３
千
円

法
人
　
５
千
円

�
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
企
画
課

�（
０
２
４
８
）62
―
２
１
１
７
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※駐車場は少ないため、電車、バスなどでお越しください。 

平
成
14
年
度
の
各
会
計
の

決
算
を
認
定

第
21
回
東
京
か
が
み
い
し
会
総
会

―
会
場
は
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
―

昨年の第20回東京かがみいし会総会

13日間の日程で開かれた９月定例会


